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　２０１１年度　社団法人 山形青年会議所
　　第１１回 定例理事会 議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆日時：２０１１年１１月２２日（火）

１９：００～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆場所：パレスグランデール２Ｆ

1. 開  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山　和征　専務理事

2. ＪＣＩクリード唱和                              伊藤　健二　委員長
3. ＪＣ　Ｍｉｓｓｏｎ　　　　　　　　　　　　　　　遠藤　智大　委員長

4. ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和                  鈴木　 力　 委員長

5. 出席者の確認（敬称略）                         　
理事長　　　　　　      　　船　橋　吾　一

直前理事長　　　　      　　荒　井　　寛　（遅参）

副理事長　　　　      　　　野　口　雅　弘
副理事長　　　　      　　　三　浦　孝一郎
副理事長　　　　      　　　松　田　勝　行
副理事長　　　　      　　　井　上　周　士

副理事長　　　　　　      　齊　藤　秀　昭

専務理事　　　　　　　　　　奥　山　和　征
監事           　　　       齋　藤　秀　和（遅参）

監事           　　　       鈴　木　慎　也（欠席）

監事　　　　　　　　　　　　高　橋　　大　　

特別委員長     　　　       菊　池　　学　　

特別委員長     　　　       後　藤　吉　伸（遅参）

室長           　　　       東海林　　仁　（遅参）
室長        　　　　        金　子　　明　（欠席）
室長         　　　         安　藤　太一郎

室長         　　　         三　沢　慶　洋（欠席）
本部長　　　　　　　　　　　鈴　木　辰太郎（遅参）

本部長         　　　     　中　村　祥　之

委員長　　　　　　　　　　　佐　藤　貴　博（欠席）
委員長　　　　　　　　　　　伊　藤　健　二

委員長　　　　　　　　　　　酒　井　貞　和

委員長　　　　　　　　　　　中　村　正　利

委員長　　　　　　　　　　　遠　藤　智　大

委員長　　　　　　　　　　　豊　島　　宏　（欠席）

委員長　　　　　　　　　　　鈴　木　　力

部会長　　　　　　　　　　　齋　藤　伸　治（欠席）

部会長　　　　　　　　　　　佐　藤　　淳　（欠席）

部会長　　　　　　　　　　　福　島　隆　之（欠席）

部会長　　　　　　　　　　　會　田　智　弘（遅参）

部会長　　　　　　　　　　  齋　藤　洋　也（遅参）

部会長　　　　　　　　　　　高　野　秀　哉（欠席）

部会長　　　　　　　　　　　矢　口　正　則（遅参）

財政局長　　　　　　　　　　田　牧　大　祐（欠席）

事務局長　　　　　　　　　　横　山　隆　太

＜オブザーバー＞

会務セクレタリー　　　      岩　田　雄　治

会務セクレタリー　　　      狩　野　慎一郎

　

６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長　

理事会構成員３１名に対し２分の１以上の出席により、定款第５章第３２条に基づき当会議は成立する。

７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
議事録署名人に三浦孝一郎副理事長、野口雅弘副理事長、議事録作成人に会務セクレタリーを指名する。

８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
修正等があれば事務局に申しつけて頂きたい。また本会議後自動承認となる。

９．理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　  船橋吾一理事長　　
本日も定例理事会の方へお越し頂きまして誠にありがとうございます。まずは冒頭に、やはり会議が遅れてしまったことは責任者である私の至らぬところであると思っております。まずはお詫びをさせて頂きます。自分では行動をしてきて皆さんにお伝えをしてきたつもりでしたが、この状況を見ますとまだまだ伝えきれていないと反省しております。残り１ヶ月半ございます。是非、私に足りない部分を皆様一人ひとりからお力を頂戴し、次の理事会には本当に多くの理事のメンバーに来て頂けるようにしていきたいので宜しくお願いいたします。私は最後の最後までやって参りますのでどうぞ宜しくお願いいたします。時間のないところではございますが、先月の理事会からのスケジュールについてご説明させて頂きます。遠い昔のように思えるところではございますが、鈴木委員長からご尽力を頂きました香味庵クラブの打ち上げを理事会の終了後、金曜日させて頂くことが出来ました。本当にいろいろな意味で実り大きい香味庵クラブであったと思います。本当にご参加頂きました皆様に感謝申し上げます。翌日、ブロックの会員会議所がございまして、その際アカデミーの閉校式がございました。一條君、與田君、安孫子君の３名が出向を頂いたわけでございますが、２名がパーフェクトで議長賞を安孫子君が受賞されました。そして栄えあるＭＶＰ賞を與田君が受賞なされました。昨年アカデミーの部会長を務めさせて頂きまして、この受賞は素晴らしいことであると思います。昨年の状況から見るとＭＶＰは、目立たないと取れない賞でございますので、そう考えると本当に素晴らしい功績だったと思っております。3名がとても頑張りましたので、是非３名に会ったら激励をして頂きたいと思います。その後、私は３１日からですが三浦副理事長、野口副理事長、齋藤監事出向されている方々は先に入って頂きましたが、私は１週間の行程でブルッセルの地に入りました。とにかく早々からＪＣＩ関係委員会副委員長の齋藤秀和君が寝ずに活動しておりました。また野口委員長率いるアジアアライアンス確立委員会の方々も本当に連日連夜、朝方から活動をして頂いておりました。ありがとうございます。感謝申し上げます。それとジャパンナイト終了後に国際的な特例がございまして、本年度から次年度にガラッと変わります。そんな中で、三浦次年度アジアアライアンス確立委員会委員長が第一声の気合い入れがあり、写真を撮ってきましたが、ツイッターで流せなくて決定的瞬間を皆様にはお見せ出来ませんでしたが、気合い入れをされておりました。その写真はいずれ何かの機会にご紹介をしたいと思います。気合い入れというと、野口委員長もその前にしておりましたが、その写真も実はあるので何かの機会にお見せします。ジャパンナイトも皆さん頑張って頂きまして、素晴らしいジャパンナイトになったと思っております。私が知り得ない程のご苦労があったと思います。最後まで全うして頂いたことに感謝を申し上げます。世界会議で一言だけご紹介させて頂きますが、総会の中でこれからの各地区のＪＣＩの地区大会または世界会議に立候補されるＬＯＭの方ということで、福井会頭から挙手があり発言がございました。英語があまり話せないという中で、吉村専務の方から話がありましたが、昨年と同じように２０１４年度山形ＡＳＰＡＣを開催したという意気込みをお伝え頂きました。また開催地の話はされませんでしたが、世界会議を近いうちに開催したいという話をされておりました。ご報告をさせて頂きます。またシティレディＪＣとの夕食会もありましたので、また機会にお伝えをしていきます。その後、じゃがいもクラブの最終役員会が大阪で開催されました。そして１３日の日曜日には、上山ＪＣの３５周年記念式典と祝賀会。そして１４日から１６日までは野口の最終事業である訪中ミッションに行って参りました。のちほど議案上程がなされると思いますので、何とぞ宜しくお願い申し上げます。帰って参りまして１９日土曜日、日本ＪＣ理事会が高橋監事からも出席頂きまして参加して参りました。２０日は米沢ＪＣの５０周年記念式典が開催なされました。先程の上山も同様にスポンサーＪＣでありますので、お祝いのご挨拶を申し上げたところでございます。ざっとご紹介をさせて頂きましたが全国大会が終われば一段落着くと思っておりましたが、まだまだ１２月末までこの盛り上がりが続くと思っておる次第でございます。私も最後の最後まで諦めずに、精一杯頑張っていきたいと思います。最後に、この間の日本ＪＣの理事会で相澤直前会頭が話されていたことをご紹介いたします。我々はテレビを見る時間がないのでご覧になった方が少ないと思いますが、ＳＭＡＰが今年２０周年だったということでその特集番組があったそうです。直前会頭も人から聞いた話だそうですが、その中でリーダーの中居君へのインタビューがあり「２０周年で成功しましたね。」と言ったそうです。その質問に対して中居君は、成功したのではなくメンバーで精一杯練習をし、歌も踊りも上手くないがしっかり練習をすることによって各々が、そしてチームが成長してきたのだとおっしゃったそうです。成功ではなく我々が成長してここまで来たのだと話をされたそうです。この話もＪＣに置き換えて見ると、ＪＣも成功を求めるのではなく、この一年を通して自己の成長を求めるということで、最後の２カ月間を走ってほしいという話をされておりました。私の仕事についてもそうだと思いました。最後にこの言葉を皆様にお伝えし、理事長の挨拶と代えさせて頂きます。本日の最後まで宜しくお願いいたします。

１０．直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　    荒井寛直前理事長

遅参のため割愛

１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木力総務委員長

審議事項その他を含め１１件、協議事項その他を含め２件、報告依頼事項その他を含め１２件。

１２．議事の採決　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
齊藤秀昭副理事長【質問】

報告依頼事項の、１番お古紙ください協議会の支援に関する事項で報告議案が出ているが、会員拡大委員会の事業なので審議事項として報告の議案が必要だと思う。

酒井貞和委員長【回答】

そちらの報告は９月に行った総会の報告の議案であり、支援に関する事項の総括は通年になっているので次回報告する。

齊藤秀昭副理事長【意見】

了解した。

【全員賛成で審議可決】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．確認事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
確認―０１　その他　　　　　　　　　　　　　
削除

１４．討議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

討議―０１　その他
削除

１５．審議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長

審議―０１　新入会員事業実施報告（案）承認に関する件　　　　　　　　　　会員拡大委員会
酒井貞和委員長【上程】

五十嵐新入会員会長【上程】

齊藤秀昭副理事長【意見】

ＬＯＭとしては予算がゼロですが議案を調べると決算書が載っているので、事業計画収支決算というのは未記載の方が良いのではないか。

高橋大監事【回答】

正式なものだと紙資料で回すのだが、便宜上参考資料として載せたらどうかとアドバイスをした。

高橋大監事【意見】

この機会に一つだけ話をしたいが、本当にこのようなやり方で良いのか疑問である。公益法人としてのやり方に変えていく必要がある。

【全員賛成により審議可決】

審議―０２　山形ＪＣシニアクラブとの交流事業報告（案）
並びに決算（案）承認に関する件　　　会員交流委員会
中村正利委員長【上程】
井上周士副理事長【補足】
交流会ではご迷惑をおかけしたが、ＡＳＰＡＣに対する気持ちを伝えることが出来た。慎重審議をお願いする。

船橋吾一理事長【コメント】
森会長からお声掛け頂き多くのシニアの方から参加して頂いた。次年度も引き続きお願いする。

【全員賛成により審議可決】

審議―０３　９月公開例会の企画・実施補正予算（案）承認に関する件　山形ブロック協議会支援委員会
遠藤智大委員長【上程】

【全員賛成により審議可決】

審議―０４　９月公開例会の実施報告（案）並びに決算（案）
承認に関する件　山形ブロック協議会支援委員会

遠藤智大委員長【上程】

安藤太一郎室長【補足】

皆様のご協力により４２０名の方に参加して頂いた。また投票率も若干ではあるが向上した。少なからず影響があったと思う。御礼を申し上げる。

齊藤秀昭副理事長【補足】

今回は口コミを活用し集客を求めた結果、数字に表れた。御礼を申し上げる。

三浦孝一郎副理事長【意見】

○×コーナーの時、長岡さんが拒否された質問があったので、今後は慎重な問題を作成した方が良い。

船橋吾一理事長【コメント】
これだけ多くの参加があったということは素晴らしいと思う。更に良いものをという思いがこのような結果に繋がったのだと思う。本当にお疲れ様でした。

【全員賛成により審議可決】

審議―０５　ＪＣＩアワード申請補正予算（案）承認に関する件　　　　　　　広報渉外委員会
奥山和征専務理事【上程】

【全員賛成により審議可決】

審議―０６　ＪＣＩアワード事業報告（案）並びに決算（案）承認に関する件　広報渉外委員会
奥山和征専務理事【上程】

野口雅弘副理事長【質問】

震災が原因で遅れたのか、委員会が原因で遅れたのか。

奥山和征専務理事【回答】

予定者の段階から委員会内での作業が遅れていた事が原因である。

野口雅弘副理事長【意見】

ＬＯＭ内褒章もあるのに関係のない物がアワード申請され残念に感じる。

安藤太一郎室長【意見】

審議対象資料に英文で添付されているが、英語が読めないと内容がわからない。英訳前の日本文もあるとよいのではないか。

奥山和征専務理事【回答】

日本語の原文を添付し、引き継ぎ資料とする。

【全員賛成により審議可決】

審議―０７　山形ビューティフルコミッションへの支援活動報告（案）
並びに決算報（案）承認に関する件　　総務委員会
鈴木力委員長【上程】

【全員賛成により審議可決】

審議―０８　公益社団法人格取得の準備（案）承認に関する件　　　　　公益社団法人プロジェクトチーム
松田勝行副理事長【上程】

中村祥之本部長【意見】

予算計上のやり方、支払い・運営上のやり方が変わるため、事務局と委員会との間でどのようにやるのかをご検討頂きたい。

野口雅弘副理事長【意見】

花火に関しては協賛金という集め方はダメだろうし、支払いの期日なども厳しくしていかなければならないと感じている。

【全員賛成により審議可決】

審議―０９　退会者（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

奥山和征専務理事【上程】

【オブザーブ退出】

【全員賛成により審議可決】

審議―１０　２０１１年度第１２回理事会日程変更（案）承認に関する件　　　事務局
横山隆太事務局長【上程】

鈴木辰太郎本部長【意見】

のゝ村さんの予定は押さえているか。

横山隆太事務局長【回答】

まだ、審議を頂いておりませんので、空いていることの確認をしている。

鈴木辰太郎本部長【意見】

本年をすべて終えた形で１５日の次年度役員予定者を迎えたいので、スケジュール変更出来ないか。１５日に本年最終理事会、１９日に次年度役員予定者でお願いしたい。

横山隆太事務局長

電話にてのゝ村へ確認する。

【全員賛成により審議可決】
審議―１１　その他

削除

【１５分休憩】

１６・協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

協議―０１　訪中ミッション　日中友好地方都市締結に関する件　　　　　　　事務局
奥山和征専務理事【上程】

野口雅弘副理事長【補足】

船橋吾一理事長【補足】

井上周士副理事長【質問】

近々の動きはどのようになるのか。

野口雅弘副理事長【回答】

春先までは来て頂きたいと言われている。しかし、先日中国に行った時に外交官の方が中国の各青年連合会の方々が３月あたりに来るということであり、その中に吉林省の方も入っていた。

井上周士副理事長【質問】

山形青年会議所だけか、もしくは行政も絡めながら動くのか。

野口雅弘副理事長【回答】

現在、３２０の地方間交流があるが基本的には日本ＪＣが窓口になって外務省、県、市と行政と連携しながら進めていく。

井上周士副理事長【意見】

香港シティレディＪＣとも姉妹締結を結んでいる山形青年会議所にとってこの友好都市宣言は負担になる部分が出てくる。やれる人だけができるＪＣにならないようにしなくてはならない。

齊藤秀昭副理事長【質問】

最終決定機関は理事会であるし、今までの四維も香港の時もそうしてきた。メンバーにはどのように伝えていくのか。

船橋吾一理事長【回答】

次回の例会で報告をしたいと考えている。

齊藤秀昭副理事長【質問】

山形青年会議所が友好都市を結ばざるを得なかった経緯を説明して頂きたい。

野口雅弘副理事長【回答】

９月に山形青年会議所と結びたいと申し出があったが、順序を踏まえて行わなければならないということで一度は断った。その後吉林省との連絡を取るのを怠ってしまった。訪中ミッションの前あたりであちらから友好都市を結びたいということになり、今回の結果になった。

鈴木辰太郎本部長【意見】

正副同士でもめていることに問題がある。私はこの友好都市宣言は今年で無くても来年しなければならないことだったと理解している。

【１５分休憩】

船橋吾一理事長【補足】
度重なる休憩ということで、皆さまにはご迷惑をお掛けしております。理事長としての考えとしては、一本筋が通っているところですが、気配りという所が足りなかったと鈴木本部長の言葉を聞いて感じました。今ほど正副構成メンバーで私の思いを述べさせて頂きました。私の思いをもっと副理事長に伝えればよかったそれが全てで有ります。いろいろな状況を鑑みながら我々の方向性を友好都市宣言、山形に住まんとする我々のより良い方向性と考え理事として締結宣言させて頂きました。今ほど副理事長、直前にその思いを伝えさせて頂き。異論はないと確認させて頂きました。今までの決め方にお詫びをしながらもう一度協議に上げさせて頂きたいと思います。
中村祥之本部長【質問】
JCでは姉妹締結となると思うが行き来があるのか。行政との絡みはあるのか。今後どういうビジョンになって行くのか教えて頂きたい。
野口雅弘副理事長【回答】
交流の進め方は今外務省の方で訪中団の方に対し助成を出して訪中の方に行くことを再三している。そちらに青年会議所として枠を頂くということで外務省の方と進めている。全てに外務省にのって進めて枠を頂くように進めている。
中村祥之本部長【質問】
来年早い時期に来日なさるといっていたが、個別に行き来するイメージではなく国同士でのやり取りのなかで、行くイメージで良いか。
野口雅弘副理事長【回答】
必ず窓口として日本JCか山形市に打診が来る。日中友好協会が４８、全てにある。必ず日本JCに落として各地方の方に連絡してから交流を進めている
中村祥之本部長【意見】
吉林市と山形市が姉妹都市という背景もある、窓口が外務省であったり日本JCであったりではあるが、タイアップ出来ればより良い物になると思う。宜しくお願いしたい。
船橋吾一理事長【意見】
ここで審議を頂戴したい。私の言葉でメンバーにご説明できないということは出てくるが、動議を出して頂けるか。
【審議振替動議】
奥山和征専務理事【審議上程】
齊藤秀昭副理事長【意見】
本日定数ぎりぎりの審議となっている。事務局の方で欠席者の方にここで出席者全員の意思統一があったことを至急お伝え頂きたい。
井上周士副理事長【意見】
歯車がかみ合わないまま来たが今回の締結は必然ということで本年度か来年度で、締結が一年早まっただけとメンバーにお伝え頂きたい。
齊藤秀昭副理事長【意見】
先ほど事務局といったが、まず担当ラインで周知願いたい。合わせて事務局からもお願いしたい。
【全員賛成により審議可決】
協議―０２　その他
１７．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長
報告―０１　お古紙ください協議会への支援活動に関する事項　　　            会員拡大委員会
井上周士副理事長【報告】
報告―０２　山形ブロック協議会出向者の活動支援並びに
渉外活動支援に関する件　　　山形ブロック協議会支援委員会
安藤太一郎室長【報告】
報告―０３　世界会議ベルギー・ブリュッセル大会参加報告               　　広報渉外委員会
奥山和征専務理事【報告】
報告―０４　山形キッツビューエルクラブ支援活動の報告　　　　　　　　　　　総務委員会
鈴木力委員長【報告】
報告―０５　上山ＪＣ創立３５周年記念パーティーついて　　　　　　　　　　  事務局
横山隆太事務局長【報告】
報告―０６　米沢ＪＣ創立５０周年記念式典ついて　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山隆太事務局長【報告】
報告―０７　ルーム備品の未返却状況について　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山隆太事務局長【報告】
報告―０８　委員会別「ルームコピー機使用状況」について　　　　　　　　　　事務局
横山隆太事務局長【報告】
報告―０９　定例理事会の出欠状況について



　事務局
横山隆太事務局長【報告】
報告―１０　公益社団法人日本青年会議所第１２回理事会参加依頼について      事務局
横山隆太事務局長【報告】
報告―１１　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて　　　　　　　事務局
横山隆太事務局長【報告】
報告―１２　総務委員会より
鈴木力委員長【報告】
１８．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
２０１１年度第１２回定例理事会
２０１１年１２月１９日（月）
１９．監事講評
高橋大監事
皆さまお疲れ様でございます。開会が遅れたり、２度の休憩があったりとここまで来ても、問題のある運営であったのかと思わざる得ない状況だったのか思います。皆さんこちらの資料覚えていますでしょうか。予定者、スタッフセミナーの時の資料ですが、この中で、皆でこう運営して行こうと確認しあう内容が書いてあります。時間は徹底して守りましょう。理事会において欠席、遅刻の際は代理人を出席させましょうと書いてあって皆で確認しているはずです。議案の書き方、会計マニュアルなど最近ないがしろになっているのではないでしょうか。私も委員長の時、去年議案でこう書いてあるからいいかと否めないですが、スタッフセミナーのこの資料を見ると全て答えが書いてあります。多いのは決算の議案で横に審議と書いてある。事業報告並びに決算と書くように記されています。また決算を伴わない場合は事業報告と書いてあります。補正の場合は審議でいいですよと書いてあります。だいぶ無視されているのではないでしょうか。スタッフセミナーは一体何だったのかと思います。当然スタッフの役割も書いてありますので残り少ないですが全うして頂きたいと思います。皆さまお疲れ様でございました。
２０．閉会
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